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２　職業とつなぐチカラ　（12ワーク ＋ 資料）




目的


将来を考えていくためには、様々な職業を具体的に知り、職業を体験し、自分が職業を通して社会とどのように関わるかを考えていくことが大切です。「職業とつなぐチカラ」では、様々な職業に関する知識や体験から勤労観・職業観を育み、職業選択をしていく力を身に付けます。
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●内容


◇自分と職業をつなぐ


【基礎編】職業理解（２ワーク）


２－①　職業を知る　～はじめに～


○ 12の職業分野の説明


○ 12の職業分野からそれぞれ5つの職業について考える　 [解答ｐ.126]


12の分野から計６０の職業名を考えて記入し、多くの職業を知るワーク


２－②　職業を知る　～まとめ～


○　自分と職業との関わりを考える


興味のある職業を、60の職業から選び情報収集し自分とつなげるワーク


【応用編】職業を体験する（６ワーク ＋ 資料）


２－③　インターンシップ　事前学習


２－④　インターンシップ　事後学習


インターンシップの情報整理やマナーの確認、自分の成長などを記録するシート


２－⑤　オープンキャンパス


オープンキャンパスに参加するにあたって聴いておきたいことや感想を書くシート


２－⑥　ハローワーク（公共職業安定所）訪問　[解答ｐ.127]


ハローワークを訪問するときに聞いておきたいことや感想などを書くシート


２－⑦　卒業生と語る


「卒業生と語る」などで卒業生と話す機会に聞いてみたいことを書くシート


２－⑧　職業人インタビュー


身近な職業を持つ人へのインタビューシート。夏休みの宿題などに活用できます


２－⑨　応用編　資料　　企業の力を学校で活かす ～JOBJOY！OSAKA～（p.12４～125）


教育現場と産業界との連携プログラムの紹介


【発展編】自分と職業との関わりを考える（４ワーク）


２－⑩　職業世界を体験してみよう　[解答ｐ.127]


6つの職業分野の職業にはどんなものがあるかを考えるワーク


２－⑪　住宅に関わる職業を探そう　[解答ｐ.127]


住宅に関わっている12の職業を発見し、どんな仕事をしたいか考えるワーク


２－⑫　医療・福祉の職業を考えてみよう　[解答ｐ.128]


医療・福祉の１２の職業を知り、自分ならどんな仕事をしたいかを考えるワーク


２－⑬　いろいろな業種を見てみよう


流通の流れを考えることで様々な業種について確認するワーク





●概要


【基礎編】　職業理解


12×5の職業を知り、自分の興味の方向から職業について考える基礎編ワーク


【応用編】　職業を体験する


職業体験や企業人講師とのふれあいの中で、実際の職業を体感するために必要なワークや情報提供の応用編ワーク


【発展編】　自分と職業との関わりを考える


社会が様々な職業で成り立っていることを知り、勤労観・職業観を育み、職業選択を考える一助とするための発展編ワーク





●具体的活用法・留意点など


【基礎編】職業理解


　　　　世の中には２万を超える職業があるといわれています。そのすべてを知ることはかないませんが、日常で知る職業以外にも多くの職業があることを知り、職業選択の一助としてください。12の職業分野は、「キャリアマトリックス（労働政策研究・研修機構）」及び「職業ハンドブック（厚生労働省職業安定局）」を参考に作成しています。





【応用編】職業を体験する


　　　　インターンシップだけではなく、職業人や卒業生との語らいは、実際に社会で仕事をしていくということを考える機会になります。オープンキャンパスの参加についても、将来の職業や大学生活をどう過ごしたいかなど考えていくことが大切です。





【発展編】自分と職業との関わりを考える　


　　　　「職業世界を探検しよう」は、１－④『自分を理解するチカラ』「職業興味を考える」【基礎編】から先に取り組むとより理解しやすくなります。また、住宅や医療・福祉にもいろいろな職業が関わることを確認しましょう。さらに、流通の流れを通していろいろな業種を知ることで、日常で見かける商品にもたくさんの業種が関わっていることを理解することができます。
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